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DDBJ (DNA Data Bank of Japan) 
センターの主要業務
・ 国際塩基配列データベースの構築
・ スーパーコンピュータ（スパコン）運用
・ 解析ソフトの開発と提供
・ 教育と広報

スタッフ構成： 教員７、キュレータ３＋１１
システム管理２３、 秘書２



INSDC ( International Nucleotide 
Sequence Database Collaboration )

塩基配列データバンク事業

世界中のDNA配列情報を
・ 査定して受け入れ
・ データベースに蓄積し
・ 無償公開して共有する

三極連携（毎日交換）
・ 米国： GenBank (NCBI)
・ 欧州： ENA (EBI)
・ 日本： DDBJ (遺伝研)

サイズは 4 PB



生命科学論文では、データの
公開が必須

DNA 配列やタンパク質
立体構造は指定のリポ
ジトリに登録。

DDBJはマイクロアレイ、
NGS配列のリポジトリ
も提供。

Nature誌の投稿規定



データベースの構成
・ INSDC (www.insdc.org)

・ GEA (Genomic Expression Archive) 
欧州のArrayExpress, 米国のGEO に相当

・ JGA (Japanese Genotype-Phenotype Archive) 
欧州のEGA, 米国の dbGaPに相当。制限公開

http://www.insdc.org/


配列コスト減とデータ量の増加
大規模化と、制限共有化が急激に進んでいる

ムーアの法則

ヒトゲノム
10万円時代

2008 NGS到来



生物学は情報学になる
大規模化
・1000 human genome
・1001 A. thaliana
・1011 S. cerevisiae
・10K Bacteria
・10K Vertebrates
ゲノムコホート
・ UK BioBank (500K),  UK10K   (英国)
・ 東北メガバンク三世代コホート (7万人)

ダウンロードすら難しい状況へ ← 計算リソース必要



遺伝研スパコン http://sc.ddbj.nig.ac.jp/

全国130機関、600超のユーザーが利用



スパコン構成と利用法
30 TB までは無料。利用申請はウェブサイトから

ハードウェア構成 （年度末に入れ替え）
２０１８年度中

高速HDD (Lustre) 7 PB
554 x 64 GB memory,  10 x 2 TB,  1 x 10 TB

２０１９から (予定)
高速HDD (Lustre) 13 PB
200程度 x 512 GB memory,  10 x 4 TB,  1 x 12 TB



個人ゲノム解析システム
制限共有されているヒトゲノムデータを、NIG
スパコン上で解析できるサービス （有償）

データのアップ・
ダウンロードは、
ウィルスチェック
用のゲートウェイ
を利用



利用してください

DDBJ は大学共同利用機関法人のため、皆さ
んの利用実績が必要です。

現在のサービスを維持するためにも、DDBJ
およびスパコンの利用をお願いします。
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